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1 またがき    ,fl
コンクリートの二次敷品の製進Lにおいて′での品自の向上′コストの韓咸ti計ろめ ,る痛lの養

生方法Fよ り,そ の報品の硬化促逢七行つて、ヽう。本文はこの凛4日足進の~つ の執いとして′熱気の

みたよつて書生し準峙,そのコンクリートl どヽ
'の
月υ記びИヒ碇進の効果が`現れるかを調べ'るため′ 2,ラ.

の実聯津行'た結果の報告であう。

2.1史日材料と配谷

0    颯 瞼に由、lたセハント籠普通ポlレト

ラ>ド セメント(″ た製)′絹 ホ

は不津‖1産(獅 挙`、9ο′比菫26ュ

崚ホ曇lol χ)御 骨林痣本津ハ1産

(湘田會な ,o2′ 比菫 260′吸水量 !、ラ″)で あヽる コ ニクリート

の画詔鉢嗜表―|の4鹿 とし亀           ´

5 実 覇わけ六  コ ンクリートの練りまぜ|さテ婢り|でマ′

難 12分′不都鳳り3″`こし,秩頷体時グ″x″ι凛あ銀

型ゎく(写真一!)Iミユ)クリ~卜な2万1 フヽめ,る、β″ロ

フで″`ため′その型わくの工面へ'猟厚のゴムなとラ"√の

CMttt″` ね゙てノボ:ントで・新め付け讐封した。 こに嗜熱気を

直幕コンクリートに手へ亀)敷に乾燥すると′殊度の稔■ '

び
:わ

れの原因となも報れがあるので,■ )クリート中の来か

の蒸発tすぐ目的であれ 実験嗜前養仁峙日(コンクリート

t乱わくドフめてから熱気機生を行うまでヽの時「つQ:′乙3

時向の4積 ′熱賓品皮ιο′'ο,pο′1"tの4種 ′熱気鮭続時

向 a4′ι′8時 向 の4聴 でヽ′その縫合せは友-2の 乱 りである。型缶めした秩試体は讐封条置之取付 争

て′赫 度の電硼 思に入れ′熱気を与へ′前民時日者饉て呟矛奪"り ′そのラ韻 が室湿に下う

t待 って密き餞壼置を取り"ず し′こちにキマ↓ヒ
・ング七行ヽヽ′翌日よ1)試験材今(1,う′z2'日)まで水

中養生ヒ行つたイ負1紅なう季え屁縮試験:ミ供した。なら
｀
掟藪のため.る哺会で経 の強麦tギゃた。

4宝 聯 果とでのた祭  図 ~||り 熱気後生t行 った秩試棒慮河腋 ではその強友應標4騎

ものに庄してか驀り人き<′その値に熱気機生の多ヨ十により異うが`′図―lの場ヽ その彙太檀億林

4H日 においてフ、1宿 ′3日 7.嗜 l、14ちでヽあつた。そして積合 の進むR従 い財次イの準嗜イム下する。

なおミのキ嗜熱篠 が高、ヽ種嬌ヽし、、。また熟気機生噺同に,a僕が|′クセ以下で'あ″tlざ刻期強'ψ卜見

に対レマ!よ長Ч対"rょぃようて'あa =れ シのミと″`ら晨宅ゑ生物柔をスキ熱気温度Iすιο～"%程 晨

0    で ,ぁぅと考へられれ 図-2よ り椰口発生の勧乗につ 1ヽてぱノ黎イ活御崚のイム 1ヽ影レ合ヽξπ利爾1キ負い・片レての
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